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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 3年 8月 

〔漁 業〕 

・ 8月の漁獲量は前年を9,858㌧下回り､漁獲金額は前年を3億3,700万円下回った｡漁獲量では､イ 

ワシ漁が前年比9,855㌧減と大幅な減少となり､他イカ漁､昆布が減少している｡漁獲金額では､ 

イワシ漁が同3億円の大幅減少､イカ漁､昆布が減少している｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ ｢サマーセール2021｣が27日に終了した｡5日間で1,336頭が上場し､1,004頭を売却｡売却総額は前

年を11億9,053万円上回る69億1,240万円(税込)で過去最高額となった｡ 

・ 全国の高校で唯一､競走馬の生産実習を行う静内農業高の生徒が育て､昨夏の競り市で破格の

2,500万円で落札されて話題を呼んだテイエムケントオー(牡､2歳)が8月7日､函館競馬場の｢メ

イクデビュー函館｣に初出走した｡惜しくも5着だった｡ 

・ 広尾町紋別の鈴木牧場は､生産する生乳､牛肉､鶏卵のＪＡＳオーガニック(有機)認証を取得し

た｡同牧場が関係機関に確認したところ､一つの牧場でこの3項目の有機認証を取得するのは国

内で初めて｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は8億5,600万円､前年を1億円下回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は14億700万円で前年を1億2,400万円下回った｡ 

・ 8月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､4件で､前年を2件下回った。 

〔小売業・飲食業〕  

・ 様似町観光協会などは､かつて旧国鉄様似駅で販売されていた駅弁｢つぶ貝弁当｣を再現し､冷凍

食品として販売する｡7日から浦河､様似両町の連携事業として写真や駅名看板を展示する｢日高

本線展｣に合わせ､旧様似駅内の観光案内所と通信販売で取り扱いを始める｡観光案内所では１

個800円で販売｡通信販売は､イベントサイト｢どこでもお祭り北海道｣で扱う｡ 

〔観光・その他〕 

・ えりも町のえりも観光協会は9月､襟裳岬周辺をコンブ漁船で周遊する｢コンブボートクルーズ｣

とキャンピングトレーラーでの宿泊を組み合わせた無料のモニターツアーを行う｡ 

・ 日高南部森林管理署(新ひだか町)が管轄する国有林のエゾヤマザクラ47本が､北海道遺産の桜

の名所｢二十間道路桜並木｣に移植されることが決まった｡ 

〔雇 用〕 

・ 8月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を上回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を1億2,400万円下回り､町

発注工事は前年を1億円下回った｡漁業の漁獲量は前年を9,858㌧下回り､漁獲金額は前年を3億

3,700万円下回った｡昆布漁も始まり､好天が続き昆布採取も順調となっているが､昆布は少なく､

昆布漁を終了する地区も見られた｡また､暑さが厳しくなり､コンビニ等では飲料水や氷菓子等

の売上が増加､家電販売店ではエアコンの需要が急増した｡夏休みやお盆で管内へ帰省する人が

多く見られたが､外食等を控える人が多かった｡飲食業は､繁華街にも人出は見られたが､緊急事

態宣言発令で､アルコールを提供する店の休業が目立った｡夏まつり等の大型イベントも全て中

止となり､一定の帰省者や観光客は見られたものの､引き続き厳しい業況となっている｡ 



２ 

 

〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ツブ､鮭漁等｡〔沖合い漁業〕キンキ､イワシ､サンマ漁等｡ 

総漁獲量 2,593㌧・金額 4億3,900万円(前年同月比 9,858㌧減・3億3,700万円減)｡ 

   

 

  

 

  

 

 

 

  

 

  

 

定置網漁…………… 

カレイ漁…………… 

タコ漁……………… 

ツブ漁……………… 

ウニ漁……………… 

イカ漁……………… 

サンマ漁…………… 

キンキ漁…………… 

昆 布……………… 

 イワシ漁……………･ 

その他……………… 

 

40ｔ ・   25百万円 

25ｔ ・   15百万円 

88ｔ ・   58百万円 

185ｔ ・  105百万円 

6ｔ ・    8百万円 

4ｔ ・   3百万円 

11ｔ ・    4百万円 

2ｔ ・    4百万円 

63ｔ ・   95百万円 

1,988ｔ ・   58百万円 

173ｔ ・   58百万円 

 

(前年同月比     7ｔ減 ・  4百万円減) 

(前年同月比    4ｔ減 ・  4百万円増) 

(前年同月比      5ｔ増 ・ 18百万円増) 

(前年同月比      8ｔ減 ・  5百万円増) 

(前年同月比     5ｔ増 ・  7百万円増) 

(前年同月比   24ｔ減 ・ 11百万円減)   

(前年同月比   10ｔ増 ・  3百万円増) 

(前年同月比     8ｔ減 ・  8百万円減) 

(前年同月比    15ｔ減 ・ 54百万円減) 

(前年同月比   9,855減 ・ 300百万円減) 

(前年同月比    35ｔ増 ・  3百万円減) 

 

・ 8月の漁獲量は前年を9,858㌧下回り､漁獲金額は前年を3億3,700万円下回った｡漁獲量では､イ 

ワシ漁が前年比9,855㌧減と大幅な減少となっている｡漁獲金額でも､イワシ漁が前年比3億円減 

と大幅な減少となっている｡イワシ漁は､広尾地区で9,780㌧･2億9,700万円の減少となっている｡ 

他では､イカ漁､昆布が漁獲量･金額ともに減少している｡ 

 

 ・ 日高沿岸の秋サケ定置網漁(45ヵ統)は､8月30日えりも岬以東西部地区(襟裳岬～庶野)で解禁に 

なった｡えりも以西日高(襟裳岬～門別)は9月1日解禁｡各漁協は人工ふ化放流事業の親魚を確保 

するため､自主規制して漁の開始を2日遅らせている｡昨年の漁獲実績は､漁獲量は前年比75.0％ 

の3,255.9㌧､匹数は75.1％の94万5,666匹､金額は魚価高で101.4％の27億9,398万円となった｡ 

金額は過去5ヵ年平均の40億2,951万円とくらべると69％の水準で､えりも以東は5年連続の不漁 

となった｡道立総合研究機構さけます･内水面水産試験場(恵庭)の今年の道内秋サケ来遊数予測 

によると､前年実績に比べて8.5％下回る1,677万2,000匹で､えりも岬から西側(えりも町－日高 

町)の来遊予測は前年実績比78.5％となっており､全道6海区13地区で胆振地区に次いで悪いとい 

う｡漁期は11月20日(新ひだか町－日高町は23日)までだが､予想を覆す豊漁が期待されている｡ 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 



３ 

 

〔軽種馬生産業〕 

・8月23日から静内神森の北海道市場で開かれたサラブレッド1歳馬競り市｢サマーセール2021｣(日

高軽種馬農協主催)が27日に終了した｡セール5日間で1,336頭(牡736頭､牝600頭)が上場し､1,004

頭(牡565頭､牝439頭)を売却｡売却総額は前年を11億9,053万円上回る69億1,240万円(税込)で過

去最高額となった｡売却率は前年の76.96％に対し1.81％減の75.15％だった｡購買登録者は1,376

人で2019年の1,127人から249人増えている｡上場馬の売却は､牡馬565頭で44億3,113万円､牝馬が

439頭で24億8,127万円だった｡最高額取引馬は新ひだか町静内･グランド牧場生産の｢タイニーダ

ンサー2020｣(父ヘニーヒューズ)で､4,620万円｡牝馬の最高額は､浦河町西舎･チェスナットファー

ム生産の｢マチャプチャレ2020｣(父リアルインパクト)の2,640万円だった｡ 

・新ひだか町静内の静内農業高校で生徒が育て､昨年の北海道市場サマーセールで同校史上最高額 

 の2,750万円で落札され話題になった｢健叶(けんと)｣ことテイエムケントオーが7日､中央競馬の 

函館開催第5レースの2歳新馬戦でデビューした｡スタートで出遅れたケントオーは､終盤巻き返す 

ようにゴール板を目掛け一気に前の馬に迫り生徒たちを沸かせるが､先頭には届かず5着だった｡ 

〔農 業〕 

・新千歳空港の地上支業務などを担うＡＮＡ新千歳空港が､新千歳空港国内線ターミナルビル2階 

 のＡＮＡのカウンター前に企業カラーと同じ青色のデルフィニウムを飾り､空港利用客の目を楽 

しませている｡ＡＮＡの企業カラーは濃い青色の｢トリトンブルー｣と水色の｢モヒカンブルー｣｡ 

青いデルフィニウムを主力品種として生産するみついし農協(新ひだか町)から｢多くの人に魅力 

を届けたい｣と提案があり､実現した｡毎月3回程度花を入替えながら10月末まで飾る予定｡ 

・広尾町紋別の鈴木牧場は､生産する生乳､牛肉､鶏卵のＪＡＳオーガニック(有機)認証を取得した｡ 

同牧場が関係機関に確認したところ､一つの牧場でこの3項目の有機認証を取得するのは国内で 

初めて｡農薬や化学肥料を使わず､牛のふん尿の堆肥で牧草を栽培する循環型酪農が評価され､経 

営する鈴木敏文さん(39)は｢“牧場から健康と幸せを届ける”が経営理念｡多くの人の協力のお 

かげで､大きな一歩を踏み出せてうれしい｣と話している｡  

〔花き栽培〕 

・8月の花き出荷実績は､139万本､金額 1億 5,833万円(前年 86万本､1億 93万円)｡ 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､14億 

700万円で､前年同月比で1億2,400万円減少した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和3年8月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 3 0 5 8 41 0 589 630 1 

浦 河 町 4 1 1 6 105 19 3 127 2 
様 似 町 1 0 0 1 12 0 0 12 1 
えりも町 0 3 0 3 0 62 0 62 0 

広 尾 町 1 1 1 3 20 3 2 25 0 

計 9 5 7 21 178 84 594 856 4 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 8億 5,600万円となった(前年同月 9億 5,600万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は5件下回り､金額は1億円下回った｡ 

・ 8月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 4件で､前年を 2件下回った｡ 



４ 

 

 

〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が742㌧(前年809㌧)で前年比8.3％の減少｡ 

出荷金額は1,509万円(同1,534万円)で前年比1.6％の減少｡ 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材等は受注少なく､前年比減少した｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・野菜は､日高産のトマトやピーマン､道内産ダイコン､ニンジン､キャベツ､ホウレン草､キュウリ 

カボチャ｡本州産ではサツマイモ､ジャガイモ､ナス等が主体｡果物も道産のメロン､スイカ､本州 

産のリンゴ､モモ等が多く出荷されている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・新ひだか町静内では､滋養強壮効果が高い｢健康食品の王様｣ローヤルゼリーの採取が町内と新 

冠町の野山でたけなわとなっている｡静内御幸町の老舗･太田養蜂場が毎夏行っている｡国内流 

通のほとんどが輸入品で､自家生産する業者は胆振･日高管内で唯一､全道でも数社だけという｡ 

ローヤルゼリーはアミノ酸やビタミンなどを豊富に含む｡働き蜂が分泌し､与えられた幼虫だけ 

が産卵できる女王蜂になる｡同養蜂場では１箱当たり4万～5万匹が入る巣箱10～15箱を5カ 

所に設置｡これを 48時間ごとに巣箱を回って回収｡へらで体長１㍉ほどの幼虫を取り除きゼリ 

ーをかき出す地道な作業｡パートを含め 5 人で 1 ヶ月ほど連日続けるが､採取できるのは合計 

10㌔ほど｡ 

〔観光・その他〕 

・えりも町のえりも観光協会は 9 月､襟裳岬周辺をコンブ漁船で周遊する｢コンブボートクルー 

ズ｣とキャンピングトレーラーでの宿泊を組み合わせた無料のモニターツアーを行う｡漁師が 

海の資源を守るために地域の緑化に取り組んだ歴史を学びながら､海や森の豊かさに触れても 

らう内容で､国連が提唱するＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)に沿うスタディーツアーとして商 

品化を目指す｡同観光協会は2018年に地元の漁師らとコンブボートクルーズを始めた｡日高山 

脈など雄大な自然が楽しめるほか､アザラシが現れることもあるなど好評で､これまでに延べ 

600人が参加した｡今回のツアーは､かつて｢えりも砂漠｣と呼ばれながら緑化に成功した地区に 

ある百人浜オートキャンプ場での宿泊や､林野庁職員の講話を組み合わせた企画｡トレーラー 

は､格安レンタカーのワンズネットワーク(千葉県船橋市)が提供する｡モニターツアーは札幌 

発着の3泊4日で､出発日は9月17日と23日の2回｡1組2､3人で各回 4組まで(先着順)｡参 

加者は内容や価格設定などのアンケートに協力する｡同観光協会は｢修学旅行の受け入れや､環 

境意識が高い『エシカル層』の集客につなげたい｣とし､来年度の商品化を目指す｡ 

･ 新ひだか町三石地区に複合店舗｢ぽると・みついし｣が誕生した｡カフェを中心に､地元名産品 

の販売など観光拠点としての役割を持つ｡新聞販売所が経営を担い､建物内に作業場を併設す 

る｡国道 235号沿いの三石本町 54の 4にあり､長年空き家だった建物を活用した｡新聞販売を 

事業承継したことなどを契機に建物を購入｡3カ月ほどかけて改装し､7月7日に開業した｡｢ぽ 

ると｣はポルトガル語で港の意味｡建物は白をベースとし､店舗中央には大型ディスプレーを設 

置して､観光案内などさまざまな用途に活用する｡三石名産の昆布に関連した商品､競走馬トキ 

ノミノルのグッズ､アイヌ民族の民芸品などを販売する｡ 



５ 

 

〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､1件(前年同月1件)､負債総額8億3,000万円(同2,000万

円)｡ 

〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は6件(前年同月11件)､負債総額は29億2,200万円(同10億3,400万円)､倒産件 

数は前月比3件減少､前年比で5件減少となった｡            

〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は466件(前年同月667件)､負債総額は909億7,300万円(同724億1,600万円)｡ 

倒産件数は前月比10件減少､前年比で201件減少した｡          （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

・ 8月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.56倍で､前年比0.21ポイント上昇、前月比0.08ポイン

ト下降した。有効求人数は902人で前年比73人増加､前月比で14人の減少となった｡有効求職

者数は577人で前年比36人減少､前月比で20人の増加となった｡全道の月間有効求人倍率は

0.97倍で､前年比0.03ポイント上昇､前月比では0.02ポイント下降した｡ 
 
 
 

 
管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

  
8／ 8   第13回  レパードステークス                        （ＧⅢ） 

メイショウムラクモ 号            (浦河町 高昭牧場 殿生産） 
 

8／15  第57回  小 倉 記 念                      (ＧⅢ) 
     モズナガレボシ 号             （浦河町 谷川牧場 殿生産） 
 
8／29  第16回  キーンランドカップ                   （ＧⅢ） 
     レ イ ハ リ ア 号            （新ひだか町 谷岡牧場 殿生産） 
 
 
 
   
サマーセール 1,004頭 62億8,400万円(税別) 売却頭数、売上げレコード更新 
  
馬産地日高の景気を映し出す鏡といわれる｢北海道市場サマーセール｣(主催・日高軽種馬農 
協)が8月23日から27日までの5日間､新ひだか町の北海道市場で行われた｡過去最高となる 
1,336頭の上場で､1,004頭(牡565頭､牝439頭)を売却｡75.1％の売却率で､総額62億8,400万円 
(税別)を売り上げた｡売却率は3年連続で70％超を記録し売却頭数､総売上げは過去最高｡この 
結果､5月のトレーニングセールからスタートした2021年北海道市場の総売上げは105億2,680 
万円となり､当初目標の100億円を超えた｡ 

 
サマーセール年度別成績表                       (金額単位：千円)(税別) 

年 次 上 場 頭 数（頭） 売 却 頭 数（頭） 売却率（%） 総  売  上 最 高 価 格 平 均 価 格 

2017 1,209 950 78.6 5,057,400 40,000 5,323 

2018 1,216 850 69.9 3,904,000 31,000 4,592 

2019 1,197 859 71.8 4,571,900 27,000 5,322 

2020 1,072 825 77.0 5,201,700 48,000 6,305 

2021 1,336 1,004 75.1 6,284,000 42,000 6,258 

  

  

 
 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 3 年 8 月現在)                 (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,703 -142 1 2,448 -61 -2 

日 高 町 11,191 -228 -16 5,973 -85 -15 

新 冠 町 5,280 -138 -5 2,763 13 2 

新 ひ だ か 町 21,493 -467 -3 11,496 -121 8 

浦 河 町 11,764 -248 -27 6,606 -39 -1 

様 似 町 4,094 -59 6 2,124 -18 -2 

え り も 町 4,459 -88 -11 2,114 -7 0 

日高地区合計 62,984 -1,370 -55 33,524 -318 -10 

広 尾 町 6,404 -183 -4 3,261 -54 3 

大 樹 町 5,436 -3 4 2,749 26 9 

日高･十勝地区合計 74,824 -1,556 -55 39,534 -346 2 

札 幌 市 1,962,093 -61 -324 1,086,863 9,272 -57 

江 別 市 119,665 -159 -2 58,995 437 35 

石 狩 市 58,164 -90 9 28,303 255 11 

北 広 島 市 57,876 -273 -17 28,084 177 7 

恵 庭 市 70,095 -28 -6 34,413 332 10 

千 歳 市 97,887 -294 218 51,159 196 78 

石狩地区合計 2,365,780 -905 -122 1,287,817 10,671 84 

苫 小 牧 市 169,751 -693 -62 90,556 527 8 

厚 真 町 4,412 -34 -4 2,122 18 -1 

む か わ 町 7,676 -100 -10 4,073 -34 -2 

胆振地区合計 181,839 -827 -76 96,751 511 5 

営業区域合計 2,622,443 -3,288 -253 1,424,102 10,836 91 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                  (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和3年8月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 902 81,323 73 6,361 -14 487 

月間有効求職者数 577 83,830 -36 4,046 20 2,059 

月間有効求人倍率 1.56 0.97 0.21 0.03 -0.08 -0.02 

(資料出所:北海道労働局) 

 

 

３ 建築確認申請(令和3年8月) 

   （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 4 -2 -3 

(新ひだか町～広尾町) 令和3/4～令和3/8 累計 48 -1  

(資料出所:各市町村) 

 

  



７ 

 

 
 

４ 企業倒産状況(令和3年8月)  
                                        （単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 830 0 810 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 6 2,922 -5 1,888   
全   国 466 90,973 -201 18,557   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和3年8月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

169,841 1.08 1.01 58,084 1.01 1.00 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                     （単位：枚、百万円、％） 

 3年8月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 240 25.00 108.70 

交換金額 511 23.43 168.95 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和3年8月中の気象状況                          (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 20.5 142.5 193.0 0.6 88.2 141.9 

広   尾 18.7 469.5 114.1 0.1 215.7 100.2 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(令和3年8月) 

                                             （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 101,821 0.0 48,048 1.1 149,869 0.4 

新ひだか町三石 18,094 -1.1 10,579 -1.6 28,673 -1.3 

浦 河 町 60,854 1.3 24,691 -1.7 85,545 0.4 

様 似 町 22,183 0.3 10,651 6.6 32,834 2.3 

え り も 町 26,900 4.4 10,763 23.9 37,663 9.3 

広 尾 町 32,783 -1.2 13,130 -4.4 45,913 -2.1 

    (資料出所：各町) 

 

 



８ 

 

             日高振興局からのお知らせ 

 

 

 

 

日高はブランド水産物の宝庫！！ 

日高の水産物と言えば、干す作業が夏の風物詩となっている『日高昆布』や、水揚げ量全国一
の『ツブ』などが有名ですが、それだけではありません！今回は、寒流と暖流が交わる太平洋の
栄養豊かな海で育まれた様々な日高のブランド水産物をご紹介します。 

 
■ 秋サケ『銀聖（ぎんせい）』 
まずはサケ！サケ無しで日高の水産は語れません。 
日高沿岸の定置網で漁獲し、一尾の重量が3.5kg以上、鮮度保持を厳

守「銀毛」と呼ばれる脂のりがよい秋サケだけが『銀聖』として認証さ
れます。流通まで管理するため、製造者毎に割り当てられている記号入

り認証シールが貼付されています。 
なお、『銀聖』は今年でブランド創立20周年を迎え、北海道で一番歴

史のあるブランドサケです。 
 
■ マツカワ『王鰈（おうちょう）』 

次にカレイの王様と言われ、ブランド名にもなっている『王鰈』です。 
恵山岬～えりも岬間の海域で漁獲される体長 35cm 以上のマツカワを

『王鰈』と呼び、以前は漁獲が低迷していたことから幻と呼ばれていた
魚です。稚魚を放流して成長した成魚を漁獲する栽培漁業の取組により
資源は回復し、日高管内は全道一の水揚げ量となっています。 
平成 29 年には『王鰈』が再定義され、恵山岬～えりも岬間の海域で

漁獲された体長 35cm 以上の活及び活締めマツカワで、漁協等が品質を
認定したものとしています。 
 
■ ブリ『はるたちぶり、はるたちぶり極―きわみ―』『三石ぶり』 

最後に新進気鋭のニューフェイス、ブリです。 
近年水揚げが増加傾向にあるブリですが、道内ではブリの食文化にな

じみが薄く、一般的に認知されていなかったため、ほとんどのブリは安
価で道外に流通していました。ブリは時期になれば脂ものって美味しい
ことから、新ひだか町の漁業者が、①新ひだか町の沖合で漁獲され、②
船上で活締めしてエラ揉みなどで十分に脱血し、③一尾 7kg以上で脂肪
量が15%以上のブリを『はるたちぶり』・『三石ぶり』としてブランド化し
ています。 
令和2年からは、①、②に加えさらに一尾が12kg以上で脂肪量が25%

以上、販売証明書で生産・流通履歴を管理したブリを『はるたちぶり極
―きわみ―』として更なる高みを目指しています。 

【問い合わせ先】 

 北海道日高振興局産業振興部水産課漁政係 電話0146-22-9321 

 日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産 

業、商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、管内における水産業振興の取組について、紹介いたします。 



 

 

 



 

 
 



 

 

 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1丁目 1の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

 

 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4階 

 


